
















































H2O と HDOの場合，ガス温度が 30K 程度以下であれば，H原子とD原子の存在比率よりも高い比
率でD原子が分子として固定されるという特徴がある。こうした重水素の濃集を観測的に決定する
ことにより，化学反応がおこった環境を探ることができる。重水素と水素だけでなく，窒素原子の
14N/15N 比が，近年，着目されている（Shinnaka et al. 2014; Rousselot et al. 2014; Jehin et al. 2009; 




は未だ解決されていない問題である（Mumma & Charnley 2011）。
また，昨年，我々のグループは神山天文台において新星爆発の可視光低分散分光観測から，新星爆
発によって放出されるCN分子において，15N が 14N と同程度に生成される事を発見した（Nagashina 






WINEREDを用いて，波長 1.1 ミクロンおよび 0.9 ミクロン付近にみられるCN分子の電子遷移バン
ドを観測し，同位体比のサーベイを行うことが最終目的である。しかし，観測結果から同位体比を得
るには，CN分子のモデル化が必要であり，また，そのための基礎データとして波長 388nm 付近の




視光線および近赤外線波長域で実施し，CN分子のVilet- および Red-system バンドを観測している。
可視光線の観測にはハワイ等に設置された国立天文台の口径 8m望遠鏡 Subaru Telescope を用いた。
観測装置は可視光高分散分光器HDSである。また，神山天文台においてC/2013 R1（Lovejoy）彗
星の近赤外線高分散分光観測を，WINERED分光器を用いて実施している。それぞれが，CN分子の

















































図 1：Subaru Telescope で観測した C/2013 R1（Lovejoy）彗星における CN分子の Violet-system
バンド発光スペクトル（太陽光のダスト散乱成分は差引き済）。
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225近赤外線波長域における彗星氷物質の高分散分光サーベイ
Abstract
We performed high-resolution spectroscopic observations of comet C/2013 R1（Lovejoy）in both 
optical and near-infrared wavelength regions. In the spectra we can identify prominent CN emission 
line features. In order to derive isotopic ratios of carbon and nitrogen in CN, we have developed 
emission models for CN in cometary coma.
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